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【目的】Hydrazone は、hydrazide とカルボニル化合物との縮合反応により生成

され、医薬品や染料に用いられており、自然界にも存在している。 

 近年、hydrazone の分解酵素 hydrazone dehydrogenase (Hdh)が見いだされ

た。Hdh は、aldehyde に対しても高い分解活性を有しており、一次構造におい

て aldehyde dehydrogenase (Aldh)と非常に高い相同性を持つ Aldh のメンバー

であった。本酵素は hydrazone 中の C=N 結合を認識し、この結合を酸化的に

加水分解するユニークな酵素である。そこで、我々は Hdh の立体構造を解析

することにより、hydrazone 分解機構の詳細を明らかにすることを試みた。 
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【方法と結果】結晶化をハンギングドロップ蒸気拡散法によって行い、酵素単

独の結晶および、触媒残基E262変異体と基質との共結晶を得た。またソーキ

ング法により、NAD+複合体構造を得た。高エネルギー加速器研究機構

PF-NW12A、PF-BL5Aで回析強度データを収集し、分子置換法によりapo型、

hydrazone 結合型 (E262A)、NAD+結合型、それぞれ分解能 1.5Å、1.6Å、1.8Å

で構造決定した。Hdh は結晶構造

中では２量体を形成していた。 

 今回、我々は本酵素の全体構

造及び、基質結合様式の解析結

果、構造の重ね合わせによる考

察について報告する。   
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